
が
國
に
於
け
る
補
陀
落
信
仰
」
、
「
わ
が
國
に
於
け
る
．
彌
勒
信
仰
の

一
夢
現
」
等
が
あ
り
，
巣
料
方
面
の
研
究
に
は
「
明
集
進
行
集
ミ

そ
の
著
考
」
、
　
、
上
騰
御
製
疏
」
、
「
最
近
に
於
け
る
難
行
儒
謹
の
史

的
研
究
」
、
心
、
鞍
馬
寺
の
銅
製
置
薬
寵
」
、
「
浄
土
丈
類
集
に
つ
い
て
」

等
が
あ
る
上
に
「
明
恵
上
本
歌
集
詐
鐸
」
、
「
奈
良
朝
時
代
に
於
け

る
浮
土
敏
寅
學
」
の
獺
き
丈
學
方
面
の
も
の
や
、
「
弘
仁
貞
槻
期
佛

，
教
美
術
の
一
瞥
」
、
「
束
本
願
寺
の
親
鷹
聚
人
簿
給
」
が
代
表
す
る

佛
敏
藝
術
の
も
の
も
あ
り
、
焚
に
「
親
鷺
教
説
の
組
織
」
、
「
報
恩
講

の
超
源
」
、
“
．
タ
や
考
」
の
古
き
、
眞
宗
特
殊
の
肚
會
こ
佛
者
8
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

關
係
を
見
た
も
の
も
あ
っ
て
、
佛
教
衷
よ
り
見
た
る
獄
本
の
文
化

の
各
方
颪
の
史
料
が
含
ま
れ
て
居
る
。
中
外
轟
版
株
式
會
赴
幾
行

【
以
上
中
村
冒

　
　
一
三
本
文
化
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
學
博
士
内
藤
虎
次
耶
著

　
本
書
は
著
考
が
近
年
聖
墨
地
理
學
同
下
沼
其
他
の
求
め
に
減
じ

て
各
課
で
試
み
ら
れ
た
國
礎
に
溢
す
る
講
演
の
、
海
湾
新
聞
紙
に

載
っ
た
も
の
を
蒐
集
し
て
印
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
之
を
緬

隠
し
て
み
る
ε
、
全
編
に
渉
っ
て
よ
く
本
邦
女
化
の
由
來
ミ
本
質

　
　
　
第
や
巷
　
　
紹
　
介
　
　
謎
本
丈
化
奥
研
究

ミ
が
究
明
さ
れ
て
み
る
。
就
中
、
「
点
本
文
化
ミ
は
何
ぞ
や
」
の
編

に
於
て
、
我
國
の
文
化
は
最
初
か
ら
存
在
し
、
そ
れ
が
外
國
文
化

を
選
早
し
同
化
し
つ
Σ
今
日
の
畿
蓬
を
來
た
し
た
も
の
、
し
考
へ
る

は
大
な
る
謬
想
で
、
支
那
の
文
化
の
力
に
よ
っ
て
徐
々
ミ
形
成
さ
・

れ
た
も
の
で
あ
る
。
麗
し
て
我
軍
民
に
思
想
的
膚
器
の
生
じ
た
の

は
蒙
古
襲
來
が
最
大
動
機
を
な
し
て
居
り
、
支
那
に
鋤
し
思
惣
的

に
も
藝
構
的
に
も
完
全
に
猫
平
し
九
の
は
漸
く
最
近
の
事
で
あ
る

文
化
的
反
動
が
今
や
日
本
よ
り
支
那
に
陶
っ
て
流
動
し
つ
・
あ
る

の
で
あ
る
ミ
論
じ
、
「
日
本
上
古
の
妖
態
」
に
於
て
、
古
來
我
國
奥

耳
に
は
本
國
中
心
主
義
が
主
一
こ
な
り
、
外
國
の
材
料
に
依
っ
て
研

究
す
る
こ
ε
は
務
め
て
耕
製
せ
ん
ミ
す
る
．
傾
向
が
あ
る
ざ
て
上
古

史
に
つ
い
て
種
々
論
述
し
就
中
倭
國
及
び
委
活
劇
に
就
て
は
、
前

者
は
少
く
ε
も
日
本
の
西
傘
部
全
彊
を
意
味
し
後
者
は
之
を
大

和
覇
廷
ミ
解
す
べ
き
で
あ
る
隔
こ
論
じ
、
「
近
畿
地
万
に
於
け
る
紳

就
」
に
於
て
李
野
沸
就
兵
主
瀞
肚
の
祭
憩
は
外
耗
の
轟
で
あ
る
ε

し
「
日
本
丈
化
の
濁
立
」
に
於
て
、
後
宇
多
天
皇
の
頃
か
ら
南
北
朝

頃
に
か
け
て
は
政
治
に
撃
て
も
髭
篭
思
愁
に
覧
て
も
…
般
に
革
新

繋
累
が
濃
っ
て
居
っ
た
時
代
で
、
此
頃
に
起
つ
た
新
思
惣
は
徳
川

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
鞭
酬
　
　
　
一
山
ハ
五
　
　
（
一
六
五
）
　
　
　
　
　
　
　
－



　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
介
　
　
今
世
巾
醗
貿
易
懇
志

時
代
に
ま
で
も
及
ん
で
明
治
維
新
今
蹟
の
β
本
を
臨
写
る
根
本
に

な
っ
た
の
で
あ
る
ミ
論
じ
、
「
総
論
の
餓
に
就
て
」
に
於
て
既
の

謝
は
全
く
日
本
を
改
造
さ
せ
、
思
想
上
に
於
て
も
鵠
た
亦
智
識
趣

味
上
に
於
て
も
、
今
迄
貴
族
階
級
專
有
の
も
の
で
あ
っ
た
の
が
一

般
民
衆
的
に
な
る
傾
向
を
持
ち
來
つ
た
の
で
あ
る
ミ
論
じ
て
居
ら

れ
，
其
の
他
全
編
に
渉
っ
て
著
者
の
該
樺
な
る
智
識
ミ
透
徹
せ
る

礎
眼
ミ
囚
は
れ
ざ
る
論
述
ミ
は
大
に
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。

（
菊
版
本
文
二
六
五
頁
、
京
都
弘
文
堂
書
房
順
行
、
定
償
勢
幽
4

〔
松
野
U

　
　
⑳
今
世
中
國
貿
易
通
志
　
　
　
陳
　
重
　
民
　
編

　
本
書
は
信
櫨
す
べ
き
統
計
に
墓
き
支
那
饗
外
貿
易
の
内
容
を
叙

嘉
し
實
際
の
参
考
に
供
せ
む
、
こ
す
る
も
の
に
し
て
、
第
一
編
は
輪

出
入
貿
易
の
潰
長
、
各
開
港
揚
貿
易
の
概
況
、
船
直
航
蓮
の
盛
嚢

金
銀
現
金
の
寓
入
等
鋤
外
貿
易
の
大
勢
を
叙
し
、
第
二
編
は
庸
愚

貨
物
の
産
地
産
額
、
輸
患
統
計
、
交
易
の
習
償
、
外
闘
に
於
け
る

濡
費
の
元
暦
を
記
し
第
三
編
に
輪
入
貨
物
其
の
産
地
の
歌
況
、
輪

入
統
計
内
地
に
て
の
潰
費
叢
に
市
場
に
於
け
る
競
雫
の
實
況
を
謂

ふ
、
統
計
は
民
謡
九
年
迄
の
も
の
を
用
ひ
、
海
關
華
洋
貿
易
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
第
凶
號
　
　
　
扁
山
豊
山
ハ
　
（
一
山
ハ
山
ハ
）

滴
公
報
、
外
交
公
報
以
下
臼
本
章
の
編
述
に
係
る
十
五
種
以
上
の

請
書
に
基
き
記
託
せ
り
。
（
民
國
十
三
年
四
月
遅
、
商
務
印
書
館
嚢

無
償
大
洋
二
元
五
分
）

　
　
囎
支
那
當
代
新
人
物
　
　

清
水
安
三
著

　
本
書
は
北
京
週
報
空
芋
ざ
し
て
支
那
の
新
人
に
接
回
し
其
の
風

季
抱
懐
に
親
卸
す
る
機
會
多
き
著
者
が
在
支
宣
教
師
の
献
脅
的
努

力
ε
在
支
外
入
の
支
那
研
究
に
熱
心
な
る
く
」
に
動
か
さ
れ
て
支
那

當
代
新
人
物
を
紹
介
せ
む
が
嬬
に
執
筆
せ
し
も
の
に
し
て
、
施
彦

て
現
支
那
政
界
に
於
け
る
事
情
を
叙
し
」
宣
統
帝
、
黍
元
洪
、
讐

鋸
、
張
一
一
、
呉
侃
孚
、
勾
玉
群
、
王
寵
恵
、
江
榮
費
、
華
鴻
銘
、

天
涯
恣
、
康
有
駕
、
梁
啓
超
、
認
適
、
陳
猫
秀
、
李
大
釧
も
李
石
、

曾
孫
文
、
察
三
塁
等
諸
氏
の
事
情
を
叙
し
、
甚
だ
便
利
な
る
書
な

り
（
東
山
尽
口
留
縞
欝
侮
緻
寄
鳳
胤
町
大
阪
屋
｛
號
澄
ロ
唐
無
肢
行
、
四
エ
ハ
版
定
僧
ハ

試
圓
）

　
支
那
新
入
ご
黎
明
蓮
動
　
　
　
清
水
安
三
著

　
発
部
＋
三
章
よ
り
成
り
緒
雷
，
半
数
改
革
ミ
新
守
歌
、
思
想
革

命
ε
新
憲
法
、
憲
章
革
命
ε
諏
訪
來
、
漢
宇
革
命
・
こ
新
字
母
、
學


